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4;49年 9月，エルギン・マーブルの購入が議会で決定されたが，それに先立って公表された特別
委員会の答申書で，座長の )FOSZ#BOLFTは，秀でた芸術作品を奨励し，涵養することが，国の名声
や品格を高めることにどれほど裨益してきたかを，雄弁に滔々と述べていた。
:PVS$PNNJUUFFDBOOPUEJTNJTTUIJTJOUFSFTUJOHTVCKFDUXJUIPVUTVCNJUUJOHUPUIFBUUFOUJWFSFGMFD
UJPOPGUIFIPVTFIPXIJHIMZUIFDVMUJWBUJPOPGUIFGJOFBSUTIBTDPOUSJCVUFEUPUIFSFQVUBUJPODIBS
BDUFSBOEEJHOJUZPGFWFSZHPWFSONFOUCZXIJDIUIFZIBWFCFFOFODPVSBHFEBOEIPXJOUJNBUFMZ
UIFZBSFDPOOFDUFEXJUIUIFBEWBODFNFOUPGFWFSZUIJOHWBMVBCMFJOTDJFODFMJUFSBUVSFBOEQIJMPTP
QIZ
（3FQPSUGSPNUIF4FMFDU$PNNJUUFF"QSJM46）
対仏戦争に勝利を収めたイギリスではあるが，軍事面ばかりでなく，経済や文化においても秀でてこ
そ，真の大国と呼ばれるに相応しい資格を得るということなのである。このような国家像のありよう
はヘレニズム復興を促した啓蒙思想のひとつの到達点であり，終戦直後の経済の混乱期に敢えて巨費
を投じて国家が大理石群像の購入を決断した理由もそこにあった。では，このような啓蒙思想に培
われた社会意識を，ロマン派の時代を経て繁栄の一途をたどるヴィクトリア朝社会まで延長してみる
と，そこにはどのような現象が見られたのだろうか，具体的に検証してみたい。
きわめて大ざっぱな言い方をすれば，4;世紀のイギリスは政治，経済，文化の各分野とその活動
を支える人口に関して，それぞれが革命的な変化を遂げ，なお新しい社会構造への変貌を招来した時
代であったが，この後に続く 4<世紀には，変容の大波に洗われて姿を見せた新しい闘争が繰り広げ
られることになった。それはかつてあったような歴代王朝と議会の間の闘争ではなく，また，フラン
ス革命に煽られたナショナリズムの高揚により生じた民族国家間の闘争でもなく，じつはこの国の政
治経済の実権掌握をめぐる階級間の闘争ともいうべきものであった。（#PXFO494）それは.BUUIFX
"SOPMEが‘CBSCBSJBOTQIJMJTUJOFTQPQVMPVT’と名付けた人びとによる（$VMUVSFBOE"OBSDIZ）階級間
の闘争であった。
とりわけウォータールーの戦勝以後のイギリスには，もはや国を挙げて戦うべき相手は世界に見当
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たらなかったため，階級間の闘争に社会の関心が向かうのは当然の成り行きであったといえよう。こ
の新しい闘争の一方には貴族政治主義の支配者階級に対抗する階級があり，他方にはいまだ組織化さ
れていない雑多な都市労働者を擁する階級があった。前者は新興中産階級と呼ばれるもので，その上
層には工場経営者や，貿易，金融の担い手，すなわち資本家と呼びうる市民がおり，下層の小市民
（プチブル）にはホワイトカラー，官公吏，専門技術者，芸術家など，年収が 83から 433ポンドの人
びとがいた。4<世紀初頭に 83ポンド以上の年収を得ていたのは，おおむね総人口の 48パーセント
にすぎず，533ポンド以上の年収があったのは総人口の約 7パーセントであったとされるが（.PUJPO
47，8;3），逆に言えば，国民の ;8パーセントを占める労働者階級は年収が 83ポンド以下，おおむね
63から 73ポンドであった。借金をせず，教区の世話にもならない賢明な労働者一家 8人の標準家族
には，週 4ポンドの収入が必要とされる時代だった。
農耕文化社会の衰退と新しい工場生産業態による社会階級の分化は，とりわけ下層階級の人間に階
級間格差を強く実感させることになった。共有地の問題について言えば，囲い込みの歴史はおよそ
46世紀ごろにまで遡るのだが，共有地での牧畜と小区分農地の耕作という伝統的な田舎の生産様式
TVCTJTUFODFBHSJDVMUVSF（生存農業）が広範囲にわたって消失していくのは，いうまでもなく 4:98年
に法制化された囲い込み政策によるものだった。囲い込みは国全体の産業構造までも変貌させる要因
となり，以後のイギリス国土の風景を大きく変えていく。その結果，イギリスでは，ヨーロッパのど
の国にも増して急速に都市と農村における環境格差が拡大していくことになった。
　4XFFUTNJMJOHWJMMBHFMPWFMJFTUPGUIFMBXO
5IZTQPSUTBSFGMFEBOEBMMUIZDIBSNTXJUIESBXO
"NJETUUIZCPXFSTUIFUZSBOUTIBOEJTTFFO
"OEEFTPMBUJPOTBEEFOTBMMUIZHSFFO
0OFPOMZNBTUFSHSBTQTUIFXIPMFEPNBJO
"OEIBMGBUJMMBHFTUJOUTUIZTNJMJOHQMBJO
/PNPSFUIZHMBTTZCSPPLSFGMFDUTUIFEBZ
#VUDIPLFEXJUITFEHFTXPSLTJUTXFFEZXBZ
　　　　　　　　　　　　　　　（A5IF%FTFSUFE7JMMBHF68¦75）
(PMETNJUIのこのような描写には哀惜の念から出た誇張表現が多いため，理想化された田園生活の
様子は割引して考える必要がある。それでも，おおむねこの詩行のような状況が世紀の後半に急速に
進行していったことは8PSETXPSUIや #VSOTなどの作品からも窺い知ることができる。とりわけナ
ポレオン戦争後の階級間の生活水準の格差と階級構造の不条理が生み出す悲惨な状況は，$PCCFUUの
3VSBM3JEFT（4;63）に活写されているが，$MBSFもまた言う。雇い主と雇われ農夫が寝食を共にして
いた時代は過ぎ去り，共に笑いと歌の渦に包まれた祝祭の名残も「紳士と大衆のあいだに 尊大な溝
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が広がるにつれ 消えていく」と。（5IF4IFQIFSET$BMFOEBS‘+VOF496¦99）
しかし，やがて 4;79年の「穀物法」撤廃前後には食糧危機が訪れるものの，63年代までは農牧業
の食糧供給はマルサスが警告していたような危機的な状況にはなっていなかった。潤沢とはいえぬま
でも人口増の需要を満たすだけの生産高はあったのだが，問題は，生産者に還元されなければならな
いはずの余剰生産物の利潤のほとんどが，郷士あるいは地方の大地主（DPVOUSZHFOUMFNBO）や教区
民生委員，治安判事など，この社会の‘EFBEXFJHIU’の懐を肥やしていたところにあった。
*OUIF433GBNJMJFTUIFSFBSFXFXJMMTVQQPTF;3BCMFXPSLJOHNFOBOEBTNBOZCPZTTPNFUJNFT
BTTJTUFECZUIFXPNFOBOETUPVUHJSMT 8IBUBIBOEGVMPGQFPQMFUPSBJTFTVDIBRVBOUJUZPGGPPE
8IBU JOKVTUJDFXIBU BIFMMJTI TZTUFN JUNVTUCF UPNBLF UIPTFXIP SBJTF JU TLJO BOECPOFBOE
OBLFEOFTTXIJMFUIFGPPEBOEESJOLBOEXPPMBSFBMNPTUBMMDBSSJFEBXBZUPCFIFBQFEPOUIFGVOE
IPMEFSTQFOTJPOFSTTPMEJFSTEFBEXFJHIUBOEPUIFSTXBSNTPGUBYFBUFST*GTVDIBOPQFSBUJPOEP
OPUOFFEQVUUJOHBOFOEUPUIFOUIFEFWJMIJNTFMGJTBTBJOU（3VSBM3JEFT**9<）
4BMJTCVSZの農村の現況について上掲の一節が書かれたのは 4;5;年のことであるが，時代はすでに
5IPNTPOが 5IF4FBTPOTで描いた牧歌的な時点からははるかに遠く隔たってきていた。8JMMJBNTの指
摘によれば，このような状況がもっとも顕著にあらわれるのはおおむね「4;世紀の第二，四半期から
4<世紀の第一，四半期」にかけてのことであった。（8JMMJBNT<9）
そして，伝統的な農業形態が崩壊し，耕作地を失って農村から流れて出てきた人びとに熟練技術者
のように特別な技能があろうはずもなく，かれらの多くは工場生産業態により生み出された新しい都
市労働者として，あるいは未熟練土木作業員（OBWWJFT）として，社会構造の下層に組み入れられる
ことになる。あるいは，ほったらかしにされる，と言った方がより正確であろうか。そして移住委員
会（&NJHSBUJPO$PNNJUUFF）などと名付けられた組織が教区から追い払おうと画策した人びとは，怠
け者や厄介者ではなく，また年金受給者でもなく，じつは農牧業に従事する労働者たちにほかならな
かった。かれらのような「余剰労働力」の行きつく先は海外の植民地農園か，あるいは軍隊であった
ろう。統計によれば，非ヨーロッパ圏への移住者は 4;53年から 5<年までは延べ 549333人であった
が，4;73年から 7<年までの数は延べ 47<8333人にのぼる。ちなみに，4;54年の総人口は 4754万人，
4;84年は 53;;万人であった。（.D/BC.BDLFO[JF49649:）
いっぽう，新興ゆえに文化的伝統をもたない中産階級の人びとは，その欠落と引き換えに因習に
とらわれることなく進取の精神を発揮し，社会的に顕著な影響力を徐々に浸透させるようになってい
く。かれらはただ社会に存在しているという事実だけでは飽き足らず，社会的に重要性が認められ
るような存在（TPNFUIJOH）になろうとする強い意欲をもっていた。ここで，かれらの信奉するベン
サム流の功利主義は，中産階級こそが価値体系の序列において真に重要な位置を占めるべきだとする
意識を生む。たしかに中産階級と功利主義には "SOPMEが警告したように俗物的な側面があり，これ
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がしばしばこの社会の倫理規範に不毛な二重構造をもたらすことにもなる。しかし，社会に有為な人
材になろうとする意識がたとえば教育に向けられれば，教育改革にも情熱を傾けた )FOSZ#SPVHIBN
を創設者のひとりとして4;58年にロンドンに 6OJWFSTJUZ$PMMFHF4）を開校させたり，あるいはまた新
興のアカデミーを躍進させる原動力となる。保守的なグラマー・スクールやその上位に位置する九
校のパブリック・スクールなどは，疲弊したカリキュラムを放置していたため実質的には機能不全に
陥っていたのに対し，アカデミーは実利科目を中心に古典科目を適宜配した近代的なカリキュラムに
のっとり，多くの中産階級の子弟を集めていた。そして，世紀の折り返し点ごろまでには，中産階級
の思考や行動様式の規範は，この社会の中心で大きな存在感をみせるようになる。
もとより貴族・上流階級は特別な場合を除けばこのような上昇志向とは無縁であったため，この
社会意識の力強さは中産階級特有のものとなる。このような人びとの多くはとりわけ主体的な自助努
力を旨とする非国教徒であったため，その主体性に立脚した自己向上への尽力は，理知的にも経済
的にも大きな発展を社会に促すことになった。結果として，以前にはおよそ考えられなかった発見や
発明も，また多く社会にもたらすことになる。そして，事業主や工場経営者など，いわば通商産業
界のリーダーとして社会の中心的な役割を担うようになった中産階級の人びとが，やがて政治意識に
目覚め，議会進出をもめざすことになるのは，いわば自然のなりゆきであった。たしかに，自助努
力の標榜はしばしば社会の下層の人びとを取り残すことにもなるのだが，これらの人びとが極端な
不穏分子となったり，社会道徳を崩壊させる脅威となるのをかろうじて食い止めていたのも中産階級
の精神的バックボーンであるピューリタニズムであり，また福音派や非国教徒各派の人道的な信仰に
基づく慈善活動であった。#JCMF4PDJFUZ#FOFWPMFOU$MPUIJOH4PDJFUZ"OUJ4MBWFSZ4PDJFUZ-PSET%BZ
0CTFSWBODF4PDJFUZ3PZBM4PDJFUZGPSUIF1SFWFOUJPOPG$SVFMUZUP"OJNBMTそして :.$"などの活動
は，サッカレーやディケンズによって嘲笑の種にされることもあったが，倫理観の崩壊防止という意
味においては，たしかに一定の社会貢献をはたしていた。自堕落な当代の国教会には，そのような意
思も力もなかった。
4;48年の終戦と相前後してイギリス社会に生じた変化の波は，それこそ急激で徹底したものであっ
たが，大局的に見れば，それはおおむね好ましい方向に向かっていたということができる。前述した
ように，これからおよそ百年のあいだイギリスは直接的に対外戦争の火の粉をかぶることなく平和を
享受できたため，他国に見られたように市民自身が武装集団化する必要もなかった。とはいえ，社会
観測のカメラをズームアップしてみれば，およそ 4;43年代の後半には，経済の混乱や貧富の格差拡
大を惹き起こす社会体制に対し，労働者階級を主体とする一般庶民の不満が一挙に噴き出していた状
況も見えてくる。
6OJWFSTBM4VG GSBHF，"OOVBM1BSMJBNFOU，BOUJ$PSO-BXなどおなじみの要求運動はもちろんのこ
と，当時マスコミに取り上げられた大きな動きだけを追ってみても，まず 4;49年には土地改革論者
の 5IPNBT4QFODFの信奉者らが，囲い込み政策による土地利用の是正を求めた 4QB'JFMENFFUJOHが
あり，この折には )FOSZ)VOUも選挙法改正の演説をぶっていた。この年には 4:<:年に戦争税とし
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て導入された所得税（43％の直接税）が廃止となり，代わりに様々な商品に間接税が導入されて庶民
の懐を直撃することになった。4;4:年にはマンチェスターの職工や熟練工が議会改革と人身保護法
の復活を求めてロンドンまでデモ行進をおこなった #MBOLFUFFSTNBSDIがあり，また，ラダイトの中
心人物 +FSFNJBI#SBOESFUIとその信奉者らが政府の転覆と議会改革を企て，議会改革を阻もうとす
る /FXDBTUMF公の居城 /PUUJOHIBN$BTUMFの攻略を狙った %FSCZTIJSF SFCFMMJPOが起こった。4;4<年
にはいまさら説明の要もない 1FUFSMPP.BTTBDSFと，4:<3年代から続いたいわゆる HBHHJOHBDUT（報
道禁止令・箝口令）の掉尾を飾る（？）4JY"DUTが制定された。とりわけピータールーの虐殺事件は，
それまで反ジャコバン主義でトーリー政府を支持していた青年層からも激しい反発を招いた。4;53
年には "SUIVS5IJTUMFXPPEを首謀とする急進派の 4;人が，5）  保守反動の本丸 -JWFSQPPM伯率いるトー
リー内閣の全閣僚暗殺を企てた $BUP4USFFUDPOTQJSBDZ，さらにはグラスゴーの織物工が一斉罷業をお
こなった 3BEJDBM8BSもあった。ついでに言えば，キーツの‘5IF +FBMPVTJFT’に格好の題材を提供し
た 1SJODFTT$BSPMJOFと 1SJODF3FHFOUとの離婚騒動が大きく報じられたのは，ほんのご愛敬であった
のか。
国政に携わるのに相応しい人間は土地所有者であるとするトーリーの因習的な考え方に基本的な変
化はなかったものの，4;53年代に入ると，戦後の反動政策の呪縛からようやく逃れたように，トー
リー党政府も社会制度の改革に着手するようになる。とりわけ 4;55年に $BTUMFSFBHIに代わりリベ
ラリストとして知られる (FPSHF$BOOJOHが外相として入閣すると，4;48年以降の神聖同盟諸国とは
政治的に一線を画し，リヴァプール内閣は自由主義的性格を強めることになる。そして 53年代も終
わりに近づくと，非国教徒の中産階級の人びとを中心に，宗教的な条件により市民の政治的，社会的
権利を損なう法令は廃止すべしとの声が高まる中（宗教とは無縁の6OJWFSTJUZ$PMMFHF創設もその例），
4;5;年には後に首相を務めることになるホイッグ党の 4JS +PIO3VTTFMMの議案提出により，カトリッ
ク教徒に対する審査律（5FTU"DU49:6～）と，非国教徒に対する自治体法（$PSQPSBUJPO"DU4994～）
の廃止が議会で決定された。そして，4;63年に8FMMJOHUPOと 1FFMのトーリー内閣が倒れると (SFZ
伯率いるホイッグ党内閣が発足し，4;65年に念願の選挙法改正案（第一次）を成立させて腐敗選挙
区に引導を渡すとともに，中産階級の半数が選挙権を手に入れることになった。
このような市民本位の精神は 4;63年代後半からは $IBSUJTU運動に引き継がれることになるが，自
治体法や穀物法の廃止に尽力した 4JS3PCFSU1FFMもリベラリストのカニングも，ともに中産階級出
身で首相の座まで上りつめた政治家であり，かれらは自身の出身階級の声を背景に社会改革の中心的
な担い手となったという意味で，中産階級を中核とする社会体制の象徴的存在であったといえよう。
新興中産階級に特有の進歩的な主体性と自助努力，そして人格の自己陶冶といった原理・原則は啓
蒙主義の時代精神とよく調和し，先述したように，それまでの物理的あるいは精神的な限界点や未開
の領域をことごとく解消していく方向に向かった。そして，このような「可視的な進歩」に対しては
懐疑的な一部の人びとから冷笑を浴びせられることもあったが，その先には世界に前例を見ない大胆
な構想と壮大な規模で行われた万国博覧会の成功があった。
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世界初の展示会といえば，4:87年に設立された王立職業技能検定協会（3PZBM4PDJFUZPG"SUT）が
ロンドンにおいて開催したのがそもそもの始まりだった。しかしながら，これはタペストリーやカー
ペット，あるいは磁器の製造などにおいて優れた技術を発揮した者を顕彰するための催しであり，催
事はもっぱら協会のメンバーとその友人などを対象とした小規模なものでしかなかった。
工業製品を近代的な博覧会の形で一般人に向けて展示したのは，4:<;年に総裁政府治下のパリで
開かれたものを嚆矢とする。これは政府主導の組織によって開催されたものであり，その後もフラ
ンスは，4;34年，4;35年，4;39年と続けざまに博覧会を催している。対英戦争に加えオスマン・ト
ルコとの緊張が高まるさなかという背景を考えれば，国内産業の育成と成果の開示ということに加え
て，国力の誇示，戦意高揚という意味もあったことは否定できまい。もっとも，啓蒙主義の総決算
という側面から見れば，展示物の意味と機能を体系的に分類，整理して公開するようになったのは，
ウィーン体制という復古的，強権的な政治力学によって，ヨーロッパの国際秩序が形式的には整い始
めた 4;4<年の博覧会以降のことであった。そして，4;63年の七月革命後にはフランスでも産業革命
が軌道に乗り始め，イギリスと同様に経済繁栄と社会格差を抱えこんだまま 4;77年のパリ博覧会が
大きな成功を収めると，これがロンドンにおける 4;84年の大博覧会の雛型になったのである。
4;83年 4月 6日，翌年に控えた博覧会の開催準備促進のために王立委員会（3PZBM$PNNJTTJPO）
が発足したことを伝える記事が，政府官報に掲載された。（(.+BO）この委員会は 4;7<年 9月 48日
の 34"の例会において，同協会の年次開催展示会を大規模な形で開催したいとの提案が，協会員で
あるアルバート公によってなされたことを受けたものであった。そして，この委員会が発足したこと
により，事業家などの資本家に当座の資金二万ポンドの用立てを依頼しようとしていた 34"の計画
が，大きく変わることになった。
目標に向けての自国民の尽力に対し，国家の後援などという仰々しい看板を立てずに資金や運営面
で大きな貢献をする国など，当代のヨーロッパにはまず見当たらなかった。ところが，王立委員会は
それをやってのけ，資金や運営の立案に強力な援護射撃をおこなったのである。この委員会は諸外国
政府との公的連絡や出展交渉といった外交事案を引き受け，また運営にかかわる日々の裏方仕事をこ
なしていたが，市民の主体的な活動を指揮，指導するものではなかった。委員にはアルバート公をは
じめ，&BSM(SFOWJMMF，時の首相 -PSE +PIO3VTTFMM，前首相 4JS3PCFSU1FFM，後の首相8JMMJBN&XBSU
(MBETUPOF，東インド会社暫定社主 4JS"SDIJCBME(BMMPXBZ，3"彫刻科教授 4JS3JDIBSE8FTUNBDPUU，
土木技師協会（*OTUJUVUJPOPG$JWJM&OHJOFFST）暫定会長8JMMJBN$VCJUUなど，政界，産業界のそうそ
うたる人物が名を連ねており，万国博の総括をおこなった &EJOCVSHI3FWJFX（0DU4;84）の言葉を借
りれば，まさに「この国のカエサルも，カトーも，キケロも」挙って万博に参画していたのだった。
国内の合意形成をはかるため，万国博開催への協力を依頼された各地の盛り上がりにも勢いがあ
り，93余の自治体にも準備委員会が設立され，7533名にのぼる有力者がこの事業の推進者として
名を連ねることになった。時あたかも 54巻 4万 ;千ページにも及ぶ &ODZDMPQBFEJB#SJUBOOJDB第 ;
版の継続出版（4;85¦93年）がエディンバラで始まろうとする前夜であった。かつてワーズワスが
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&YDVSTJPOで予言したように（*96;7¦<7），独立不羈のアルビオンに大いなる変化が広くあまねく行
き渡り，その技術，技芸の咲き誇る大輪を世界に教え示す日が，今まさに訪れようとしていたのであ
る。じっさい，「われわれの通商，富，文学，軍事，信仰は，わが国民に逞しくも実利的で，生産的
な性格を与えた。われわれの行動と力により，われわれはこの世界の中心を占める国民となったので
あり……われわれは世界を改新する中心的な役割を担わねばならない」（'PSTUFS6¦7）との勇ましい
発言も巷間，聞かれるところであったが，そのような評価と自覚が啓蒙主義の延長線上にあったこと
は言うまでもない。
8BUFSMPPの戦勝から 69年，産業革命の先進国イギリスでおこなわれたこの万国博を，当時コレー
ジュ・ド・フランス教授をつとめており，かつては産業階級を第一階級とする 4BJOU4JNPOJBOとして
空想社会主義を信奉し，後に自由貿易論者に転じた.JDIFM$IFWBMJFSは，以下のように歴史的に位置
づけていた。
"GUFS4;48UIF)PMZ"MMJBODFPG(PWFSONFOUTCFDBNFBMNPTUJNNFEJBUFMZBMFBHVFBHBJOTUBMMMJCFS
BMJEFBTBOEUIF)PMZ"MMJBODFPG/BUJPOTFYUPMMFECZUIF5ZSUFVT<5ZSUBFVT>XIPDPOTPMFE'SBODF
GPSIFS SFWFSTFT UFOEFE UPPSHBOJTFB DBNQBJHOPGQFPQMFBHBJOTU TPWFSFJHOT 5IF&YIJCJUJPOBU
JUTQPJOU BOEBU JUTIPVS &WFSZUIJOHXBTBU MFOHUI SJQF GPS UIFBDDPSEPG BMM UIF DJWJMJTFENFO JO
UIFXPSMEUPSFWFBMJUTFMGXJUIDMBU5IJSUZGJWFZFBSTPGQSPTQFSPVTBOEGSVJUGVMQFBDFIBEFGGBDFE
BMMEJTUSFTTJOHSFNJOJTDFODFTBOEUIFSFXBTBU MFOHUIEJTDPWFSFEBOFVUSBMHSPVOEXIFSF UIFPME
RVBSSFMTXIJDIEJWJEFEOBUJPOTDPVMEOPUGJOEBQMBDF̶ UIBUPGMBCPVSXIFSFUIFEPNJOBUJPOPWFS
OBUVSFCZUIFIVNBONJOEGPSUIFDPNNPOXFMGBSFDPNNPOJOEFQFOEFODFBOEDPNNPOEJHOJUZ
PGNBOLJOEXBTEJTQMBZFE
（5IF(SFBU&YIJCJUJPOBOE-POEPOJO）
会場の水晶宮内部には巨大なオリーブの木が植えられて世界の調和を象徴していたが，シュヴァリ
エもまた，この万博は参加各国が反目の歴史を拭い去り，ウォータールー以後の平和と勤労がもたら
せた繁栄，自立，そして人類の尊厳を共有するに相応しい，時宜を得た催事であると位置づけている。
参加国の数が 73にのぼったという事実は，その判断を裏書きする。この数字は，万国博が世界の工
場たるイギリスの繁栄と力量を開示するにふさわしい場であったことを意味すると同時に，国内政治
の安定を足場にしたイギリスが，これら世界各国との交易を通して経済的，政治的にきわめて友好的
な関係を結んでいたことをも示している。ここにはもはや一国の利益が他国の損失となるというよう
な，カビの生えた経済原理は存在しない。
しかも，この時期，デンマーク，ホルシュタイン，ドイツ諸国，プロイセン，オーストリア，ハン
ガリー，そしてイタリアなどでは闘争の火の手がいまにも上がる気配を見せていた。とりわけ 4;7;
年から 7<年にかけて大陸ではさまざまな政治動乱 6が生じていたが，それらはいわば対岸の火事で
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しかなく，イギリスの繁栄にはこの時点でなんら影響を与えるものではなかった。やがてロシアから
の脅威が迫ることになるクリミア半島への出兵も先の話であり，出兵の結果にしても，大局的に見れ
ばイギリスの繁栄に陰りをもたらすものではなかった。もっとも，ひとり勝ちの繁栄とは，往々にし
てかつての友邦国とのあいだに溝を作りかねないものであるため，「平和の祭典」にはそのような状
況を経済的，文化的に克服する役割も担わされていたはずだった。
ここでシュヴァリエがテュルタイオスの名を用いているのは興味深い。テュルタイオスは
.FTTFOJBとの戦いにおいてスパルタ軍を鼓舞して勝利を呼び込んだ古代ギリシアの詩人（GM D983
#$）であるが，これをシュヴァリエはシャンソン作者 #SBOHFS（1JFSSF +FBOEF4:;34;8:）にな
ぞらえている。ベランジェは強権的で復古的な「神聖同盟」に対抗して，みずからの作品‘)PMZ
"MMJBODFPG/BUJPOT’（「神聖人類同盟」）で人類の融和を声高に詠いあげることにより，権力者主体の
社会行動から市民主体の組織行動への方向づけを指向していたと捉えられている。すなわちシュバリ
エもまた，政治の干渉なしに市民主体で立案から組織の運営まで行われたところに，この万国博の成
功因があったと総括しているのである。
4;84年 8月 4日から 43月 48日（公開自体は 44日に終了）までのあいだに，のべ 933万を超える
入場者を集め，83万ポンドにのぼる収入とおよそ 49万ポンドもの純益を主催者側にもたらせたこの
大博覧会こそ，イギリスをはじめとする世界各国の産業技術の精華をあまねく集合させた一大催事で
あり，後世の国際博覧会の鑑となるものであった。およそ百年前に開館した大英博物館が，人類の
英知と文化遺産を隈なく蒐集した啓蒙時代の象徴的な建造物だったのであれば，百科全書にもたとえ
られるほど多様な生産物を展示したこの万国博覧会会場の水晶宮は，人類の将来への遺産となしうる
諸々の技術と労働，そして産業生産物を祀り上げる斎場であったといえる。そして，シュヴァリエの
指摘を裏付けるように，立案から実際の運営までのすべてが民間人主体でおこなわれたことは，公式
カタログにもユーモアを交えて明記されている。
5IFHSFBUDPOTUJUVUJPOBM GSFFEPNXIJDIUIJTDPVOUSZFOKPZTNBZCFBTDSJCFEJOTPNFNFBTVSFUP
UIFSFMVDUBODFXIJDIUIF(PWFSONFOUBMXBZTTIPXTUPBDUPOCFIBMGPGUIFQFPQMFJOBOZDBTFXIFSF
JU JTQPTTJCMF UIFZDBOBDU GPS UIFNTFMWFT<… >UIF&YIJCJUJPOXBTPSJHJOBUFEDPOEVDUFEBOEDPN
QMFUFEJOEFQFOEFOUMZPGBOZ(PWFSONFOUBMBJEXIBUFWFSFYDFQUJUTTBODUJPO
（0GGJDJBM%FTDSJQUJWFBOE*MMVTUSBUFE$BUBMPHVF）
ここにこの博覧会の精神と市民の自負が要約されている。ちなみに前回 4;7<年のパリ博において
は，展示会場でも祝賀会場でも -PVJT/BQPMFPOを大統領に戴く第二共和政政府の熱烈な支持者らの
姿ばかりが目立ち，かつて産業革命を軌道に乗せた七月革命の立役者となった "5IJFSTや '(VJ[PU
らの姿は見当たらなかった。ロンドン万博にそのような政治的な影が見られなかった背景には，むろ
んアルバート公の後ろ盾と尽力もあった。
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アルバート公は労働者階級の労働条件の改善に心を砕いていたのだが，7）この博覧会を労働者と労
働の祭典と位置づけ，みずからは政府・王室と一般人との仲介役にあたり，表舞台に出ることはほと
んどなかった。公のこのような姿勢を歓迎するように，万国博は労働者の勤労に栄誉を与える好機で
あるとの位置づけもしばしばなされていた。4;7<年 :月 64日付で内務大臣 4JS(FPSHF(SFZ宛にア
ルバート公が送った書簡には，万国博開催にあたっての公自身の果たすべき役割が明確に述べられて
いる。
　　5IFZ UIJOL UIBU UIFPOMZ DPOEJUJPOXBOUJOH UPFOTVSF UIF TVDDFTTPG TVDIBOVOEFSUBLJOH
XPVMECFUIFTBODUJPOPGUIF$SPXOHJWFOJOBDPOTQJDVPVTNBOOFSBOEUIFZBSFPGPQJOJPOUIBUOP
NPSFFGGJDBDJPVTNPEFDPVMECFBEPQUFEUIBOUIFJTTVFPGB3PZBM$PNNJTTJPOUPJORVJSFJOUPBOE
SFQPSUVQPOUIFQSBDUJDBCJMJUZPGUIFTDIFNFBOEUIFCFTUNPEFPGFYFDVUJOHJU
　　*IBWFUIFSFGPSFCFFOBTLFEBT1SFTJEFOUPGUIF4PDJFUZ UPCSJOHUIJTNBUUFSPGGJDJBMMZCFGPSF
ZPVBOEUPCFHUIBU)FS.BKFTUZT(PWFSONFOUXJMMHJWFUIJTTVCKFDUUIFJSCFTUDPOTJEFSBUJPO
市民が主体となって開催したこの万博は，中産階級がまぎれもなく社会活動の中心としての地位と実
権を握ったことの証明であったのだが，その事実をここでアルバート公自身があらためて裏書きして
いる。万博チケットの/P4がアルバート公の手に渡されることになったのは当然のことであったが，
"MCFSU.FNPSJBM（,FOTJOHUPO(BSEFOT）で公が手にしているのが万博のカタログであることは，い
かに公の尽力を市民が称えていたのかをよく物語る。
しかしながら，アルバート公や王立委員会の活動のよき理解者であり世故にたけ，対外的にも委員
会内部においても大きな支えであった 4JS3PCFSU1FFMが 4;83年 9月 5<日に落馬事故を起こし，そ
のまま不帰の人となってしまったことは大きな痛手であった。委員会の議事録によれば，ピールは事
故当日まで毎週開かれていた委員会にほとんど無欠席であったという。展示物供給者に配られるはず
だった金や銀のメダルを，自国の最高水準の職人の貴重な細工技術を紹介するべくブロンズに変更さ
せたのも彼であった。
ピールの死去を別としても，たしかに博覧会開催までには様々な障害が予想されていた。よく取り
沙汰されていたものを挙げてみれば，万国博開催のために手薄になる街の警備の問題や，国内，国
外からの多数の来訪者らと至近距離で接することになる女王とアルバート公の警護の問題，$SZTUBM
1BMBDFを 5SPKBO)PSTFに見立て，紛争国から受け入れた亡命者や難民らと共謀する危険分子の侵入
と，そこから生じる政治的騒乱への懸念，あるいはまた，地方委員会を設置した自治体に要請された
最低一点の展示物の供出と，協賛金の拠出に対する反対の声，などがあった。8）
それでも，蓋を開けてみれば，ピールの整備した近代警察組織（4;5<）の警備は開催期間中の犯罪
発生件数を見事に押さえこみ，王室と一般庶民は前例をみないほどの近距離で交流を果たし，また，
 変貌する社会構造と万国博覧会（西山）
各国からの政治難民は国外からの来客の通訳として大活躍をするなど，懸念はほとんどが杞憂に終
わった。さらに，自治体や個人からの協力金も開催前にすでに 9万 :千ポンドの額に達しており，経
費の不足分もチケット等の売り上げでカバーされる見込みが立っていた。なお，協力金の総額には王
室からの寄付千ポンドと，アルバート公個人の 833ポンドが含まれていた。
さて，文化的伝統がない中産階級のイデオロギーは，おおむね功利主義と実証主義，そして大衆民
主主義の混成物であり，かれらが信念として抱いていたのは物質的進歩という教義であった。たしか
に，(PEXJOの楽天的で観念的な完全論などはすでに.BMUIVTの実証的人口論によって息も絶え絶え
になっていた。だが，5FOOZTPO流の「神曲」たる *O.FNPSJBN（4;83）の底に流れる楽天性が，実
利や功利の支配する科学的な歴史の指向性に不安を覚える人びとに安らぎと慰めを与える一方で，や
がて，歴史を含めた生物全般の進歩を「摂理」から解放する %BSXJOJTNの別な意味での楽天性は，
物質的進歩と狭隘なプロテスタント的個人主義を結合させる声高な主張に辟易していた人びとの共感
を呼ぶことになる。（#SJHHT734）テニスンが個としての悩みや迷い，苦しみ，悲しみを綴りながらも，
いわば $IBNCFSTの 7FTUJHFTPGUIF/BUVSBM)JTUPSZPG$SFBUJPO（4;77）から %BSXJOの0SJHJOPG4QFDJFT
（4;8<）へと連なる思考の流れの中で，種としての人間とその世界は確実に進歩の途を辿っていると
の言葉で *O.FNPSJBNを締めくくっていたのは象徴的である。
　"TPVMTIBMMESBXGSPNPVUUIFWBTU
"OETUSJLFIJTCFJOHJOUPCPVOET
"OENPWFEUISPVHIMJGFPGMPXFSQIBTF
　3FTVMUJONBOCFCPSOBOEUIJOL
　"OEBDUBOEMPWFBDMPTFSMJOL
#FUXJYUVTBOEUIFDSPXOJOHSBDF
0GUIPTFUIBUFZFUPFZFTIBMMMPPL
　0OLOPXMFEHFVOEFSXIPTFDPNNBOE
　*T&BSUIBOE&BSUITBOEJOUIFJSIBOE
*T/BUVSFMJLFBOPQFOCPPL
/PMPOHFSIBMGBLJOUPCSVUF
　'PSBMMXFUIPVHIUBOEMPWFEBOEEJE
　"OEIPQFEBOETVGGFSFEJTCVUTFFE
0GXIBUJOUIFNJTGMPXFSBOEGSVJU
（A&QJMPHVF456¦69）
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万国博はたしかにこのように人間性に対する楽天的な信念のひとつの到達点であり，物質的繁栄と
それをもたらせた人間の能力を謳歌するに相応しい体裁を整えていた。マルクスなどはこれを商品に
対する資本家の盲目的崇拝の象徴とみなしていたようだが，啓蒙思想の潮流の辿りついた岸辺で花開
いた万国博は，はたして唯物主義に染め抜かれた時代を背景として咲いた徒花だったのだろうか。こ
こからは少し角度を変えて，イギリス啓蒙主義を特色づけてきた造形芸術との兼ね合いという観点か
ら，この問題を検証してみたい。
'-4（リンネ協会特別会員）であった 3PCFSU&MMJTが書いた公式カタログの序文の一節によれば，
万国博における展示物は全体でリンネ式分類法でいう 63の綱（DMBTT）に分類されており，それらが
3BX.BUFSJBMT，.BDIJOFSZ，.BOVGBDUVSFT，4DVMQUVSFBOE UIF'JOF"SUTの 7つの門（EJWJTJPO）に纏
められて展示されていた。このうち「美術品」は最後の 63番目の綱に分類されていたが，これは博
覧会の目的が第一義的には工業の職能と産業生産物という，いわば生活技術にかかわる標本をすべて
展示することにあるため，美術品はかなりの制限を受けたからにほかならない。じっさい，反対や
不平の声もさんざんあがったのだが，絵画は特別に開発され公開に値する着色技術などを披露するた
めの他は展示品から除外されていた。それでも，この範疇に入れられた ;千点あまりの作品の陳列
は，博覧会全体の引き立て役になると同時に，巨大な建物の内と外で巧みに配された数々の彫像のよ
うに，それ自体が興味の対象となるものもあった。開会式場の様子を描いた &VHOF-BNJや +PTFQI
/BTIの展示コーナーの絵などを見れば，多くの彫像やその他の美術品が他の展示物のあいだに効果
的に配されていたことがわかる。（.BSTEFO6:7¦;4の絵画参照）そして，多くの図版も併せて収録し
た公式カタログを見ると，美術品の展示物の中にはあのポートランドの壺の複製が複数，入っていた
ことがわかる。そのうちの一つの出品者は ,FOOJOHUPO0WBM在住の実業家 $IBSMFT$PQMBOEとなって
いるが，他の幾種類かのカタログを見ても，残念ながら複製された壺の図版は載っていない。
469'BDTJNJMFPG UIF#BSCFSJOJ PS1PSUMBOEWBTFNPVMEFEBU3PNF GSPN UIFPSJHJOBM CZ UIF
DFMFCSBUFETFBMFOHSBWFS1FDIMFSCFGPSFJUDBNFJOUPUIFQPTTFTTJPOPG4JS8JMMJBN)BNJMUPOBOE
UBLFOPGGCZ5BTTJD <TJD> UIFNPEFMMFS（POMZ B GFXDBTUTCFJOHQFSNJUUFE）XIFO UIFNPVMEXBT
EFTUSPZFE1SFTFOUFECZUIFMBUF%VDIFTTPG(PSEPOUP1$PQMBOE--%
<5IJTGBNFEUSJVNQIPG(SFDJBOBSUXBTEJTDPWFSFEBCPVUUIFNJEEMFPGUIF49UIDFOUVSZFODMPTFE
JO B TBSDPQIBHVTXJUIJO UIFNPOVNFOUPG UIF&NQFSPS"MFYBOEFS4FWFSVTBOEIJTNPUIFS +VMJB
.BNNBFBUUIF.POUFEFM(SBOPBCPVUUXPNJMFTBOEBIBMGGSPN3PNFPOUIF'SFTDBUJSPBE5IF
TBSDPQIBHVTBWFSZOPCMFXPSLPGBSU JTTUJMMBU3PNFBOEUIFWBTFSFNBJOFEGPSVQXBSETPG UXP
DFOUVSJFTUIFDIJFGBUUSBDUJPOPGUIF#BSCFSJOJ1BMBDFJOUIFTBNFDJUZ*UXBTPCUBJOFETVCTFRVFOUMZ
CZ4JS8JMMJBN)BNJMUPO BOEVQXBSETPG83 ZFBST BHPXBTQVSDIBTFECZ UIF%VLFPG1PSUMBOE
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XIPTFQSPQFSUZ JUTUJMM SFNBJOT 5IFGJHVSFTBSFEFTJHOFEBOEFYFDVUFEXJUIFYRVJTJUFTLJMM̶ 3
)&>9）
壺の来歴にかかわる解説にいくばくかの事実誤認があるとはいえ，49世紀の発見いらい，その謎
を秘めた美しさにより多くの人を魅了してきた壺の複製が，当代の実利的な産業技術と生産物の精華
を示す展示物のあいだに置かれていたことと，ひとつの壺とその複製に関してこのような来歴までも
記したカタログがあったことには，それなりの意味があった。
じつは，展示されていたのはポートランドの壺の複製ばかりではない。"QPMMP7FOVT"S UFNJT
'BVO#BDDIVT1SPNFUIFVTなど，すでに複製の定番となっていた彫像や，$VQJEと 1TZDIF1MVUP
4UBSUMFE/ZNQI%ZJOH(MBEJBUPSなどのよく知られた作品の複製も展示品の中に加えられていたので
ある。また，彫刻美術のコレクションで当時すでに名をなしていた (MZQUPUIFLのあるバイエルン王
国のミュンヘンからも，":PVOH(JSMIPMEJOHBOFTUGVMMPGZPVOH$VQJETと題された彫像が出品されて
いた。ここで少し，造形芸術品の蒐集をめぐる当時の大陸事情を概観してみよう。
ヨーロッパ各国の宮廷，名家，貴族などは，近世に入ると権勢の証とするかのように古代ギリシ
ア・ローマの彫像を精力的に蒐集し始めた。とりわけヴァチカンにつらなる 'BSOFTF#BSCFSJOJまた
.FEJDJ#PSHIFTF-VEPWJTJなどの名家の至宝のオリジナルや複製は，啓蒙時代の後期にも令名をは
せていた。イギリスでは $IBSMFT *の彫像蒐集が名高いが，王は最良の彫像は当時すでに石膏複製や
ブロンズなどの模型にしか求められないことを知っていたため，古代彫刻を含めてさまざまな複製の
制作を奨励していた。（)BTLFMM1FOOZ64）鑑賞用として，あるいは観察用として制作される複製の
重要性は，啓蒙時代を通じて広く認識されるようになり，やがて美術教育に不可欠のものとなってい
く。1SJODF3FHFOUがエルギン・マーブルなどの複製を数多く作らせて，国内，国外の美術館に寄贈
していたこともこの流れの中で理解される。
7FOJDFや.BOOIFJNの美術館のように，優れた複製を売り物にしている美術館は各地にあるが，
ミュンヘンにも古代彫刻レプリカ展示館（.VTFVN G¢S"CH¢TTF,MBTTJTDIFS#JMEXFSLF）があり，そ
の建物の近くには -VEXJH*の建てた彫刻博物館（(MZQUPUIFL）がある。ここには古代ギリシア・ロー
マ彫刻の傑作のオリジナルと複製が展示されているのだが，$PDLFSFMMが #BTTBFGSJF[Fの発見に先立っ
て発掘した "FHJOBNBSCMFTが展示されている。この大理石像群の入手経緯の騒動には，4;世紀半ば
から 4<世紀初頭にかけてヘレニズム復興に歩調を合わせて生じた遺跡発掘ブームと，出土品をめぐ
る各国の凌ぎあいの激しさも垣間見ることができる。
「わたしは古代彫刻蒐集の創始者になりたい」とのバイエルン王国の $SPXO1SJODF（のちの -VEXJH
*4:;9¦4;9;）の言葉により，ミュンヘンの彫刻博物館の歴史は始まった。ルートヴィヒの回想によ
れば，4;歳のおりに旅先のヴェニスで見た $BOPWB（4:8:¦4;55）の )FCF像が彼にとっての天啓とな
り，彫像蒐集に対する熱情に火がつけられたという。その後ローマに滞在したおり，カノーヴァはも
ちろんのこと，彼と新古典主義彫刻の双璧をなす 5IPSWBMETFO（#FSUFM4::3¦4;77）:）や，エッチング
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と風景画で名高い 3FJOIBSU（+PIBOO$ISJTUJBO4:94¦4;7:），ゲーテやヴィンケルマンの肖像画でも知
られ，イギリスの 3PZBM"DBEFNZ創設者のひとりにもなった ,BVGGNBOO（"OHFMJLB4:74¦4;3:）など
当代一流の芸術家たちの知遇を得て，その影響により古代，現代の彫刻，絵画，壺などに強い興味を
抱くようになった。（3BJNVOE49:¦9;）
55歳の時（4;3;），ルートヴィヒはミュンヘンにもローマに引けを取らないような美術館を建設
しようと決意し，潤沢な資金にものを言わせ 58年の歳月をかけて美術館建設と美術品の蒐集に情熱
を傾けた。美術館自体は，宮廷建築家 ,MFO[F（-FPWPO4:;7¦4;97）の手により (MZQUPUIFLとして
4;63年に開館した。その間，父親の.BYJNJMJBO *は息子の蒐集した瓦礫の山を見て，「ビール腹の
民族からギリシア人やローマ人を生み出すつもりか」と嘆き，頭を振るばかりであったという。そ
れでもルートヴィヒの蒐集熱は鎮まるどころか，ナポレオンがローマの著名な "MCBOJ家の彫刻コレ
クションをはじめとして，ヨーロッパのめぼしい美術品を次つぎとルーヴルに収蔵するのを知ると，
ミュンヘンをパリにもまさる芸術愛好家のメッカとするべく，蒐集にいそしんだ。いわゆる /JPCF
(SPVQから %ZJOH4POPG/JPCFを購入したのは 4;44年，ファウヌス像としておそらくはもっとも有名
な #BSCFSJOJ'BVOは 4;47年の購入である。そして，群像のコレクションとして高い評価を得ていた
"FHJOBNBSCMFTは，4;45年にザンテで開かれた競売で，運搬費用を含めて 49万 8千フラン，当時の
為替レートでおよそ ;千ポンドで落札したものである。
遺跡からの出土品の多くが多少なりとも断片化しているように，この群像もまた完全な形で出土し
たものではなかった。このような出土品は修復に回されてから市場などに出されることが常だった。
修復が組織的に行われるようになったのは 4853年代から 63年代のローマにおいてであったとされる
が，それ以降 4<世紀ごろまで修復産業は繁栄の一途をたどっていくことになる。ルートヴィヒもトー
ヴァルセンに大理石を用いて（すなわち，石膏の複製ではなく）像の修復を依頼したのだが，4;世
紀半ばごろからの審美観の変化により，断片は断片として存在させるという新しい美の価値基準が優
勢になってきていた。エルギン・マーブルの断片性が積極的に評価されるようになり，'MBYNBOやカ
ノーヴァの声に従ってエルギンが修復を断念したのも，このような審美観の趨勢によるものだった。
出世作 +BTPOXJUI UIF(PMEFO'MFFDFを見れば，すぐに "QPMMP#FMWFEFSFや 1PMZDSJUVTの %PSZQIPSVT
をモデルとしていることが察知されるように，トーヴァルセンの作風は自然にあるがままの様態を模
倣したものではなく，8JODLFMNBOOの言葉に忠実に従い，徹底して古典彫刻の精密な観察・研究を
通して築かれたものであった。カノーヴァの作品と同様，明快な輪郭（DPOUPVS）を備えたその彫像
の魅力は内なる精神の表出に他ならず，この彫像もまた勝利の確信に満ちた内面の安らぎといったも
のを，プロフィールと半歩踏み出した姿態に融合させている。付け加えて言えば，トーヴァルセンと
並び当代のフェイディアスと称えられたフラックスマンの彫刻論もまた，形態の全一性よりも情緒，
精神と形態の融和を繰り返し説いたものである。精神と形態の融和という意味において，フラックス
マンもまた %SZEFOや8FTUの彫刻論の伝統につらなる。
しかしながら，アイギナ・マーブルの人物に窺われるアルカイック期（D:¦9#$）特有の「古拙
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の微笑」（BSDIBJD TNJMF）も含めて，アルカイック期の彫像そのものはトーヴァルセンの興味を掻き
立てたのだが，新古典主義者としてのトーヴァルセンの作風とはまったく異なるものであり，いまだ
一般の人びとには馴染みの薄いものだった。それにも拘らず，ペディメントの像の配列の仕方も含め
て，ルートヴィヒの依頼は「オリジナルと見紛うばかりの」修復作業を求めるものだった。（3BJNVOE
4;6）このため彼は接合したり補修したりした部分に，オリジナルと同じような風化の跡を巧みに鑿
で再現することまでやってのけた。その結果は――頭部の技術的な出来栄えはほぼ完全なものである
が，形や表情から受ける印象はオリジナルのそれとは異なり，また，配列も「風変わりな」もの（端
的に言えば，グロテスク）という評がすでに作業終了後には囁かれはじめていた。その後，修復され
たペディメントを見たコッカレルの提言により群像の配列が修正され，最終的に 4;5:年に修復作業
は完了した。そして，エルギン・マーブルの事例ををきっかけに否定的な見解が優勢となった彫像の
大規模な修復の歴史は，アイギナ・マーブルを最後にほぼ終焉を迎えることになった。
イギリスの観点からすれば，古代彫刻の蒐集には大陸列強との政治的かけひきという側面が多々
あったのだが，4<世紀に入り蒐集の目的がより利他的（BMUSVJTUJD）なものとなり，市民の楽しみや教
育，あるいは文化意識の啓発といった方向に向けられたことは，時代精神のなせる業であった。ヨー
ロッパの目をギリシアに向けさせた 4UVBSUと 3FWFUUの 5IF"OUJRVJUJFTPG"UIFOTの最終第四巻は 4;49
年に出版され，アイギナ・マーブルの競売に派遣された 5BZMPS$PNCFが初代編集者を務めた 4;45
年発刊の "%FTDSJQUJPOPGUIF$PMMFDUJPOTPG"ODJFOU.BSCMFTJOUIF#SJUJTI.VTFVNは，4;94年の第十巻
をもって完結することになる。さらにまた，コッカレルの著作は彼の没年の 4;93年に出版の運びと
なるなど，古代彫刻や建築に対する興味はヴィクトリア朝期においても，なお根強いものがあった。
言うまでもなく，これらは啓蒙思想の普及と足並みをそろえたヘレニズム復興の潮流に乗ったもので
あったのだが，この潮流がヴィクトリア朝期においてロマン派の時代ほどに顕在化することはまれで
あった。むしろ，ヘレニズムは地下水脈のように人びとの美意識や倫理観の中に文化的宝庫として
ヘブライズムと融合して潜在化していったと見るのが妥当ではないか。アーノルドの説く ATXFFUOFTT
BOE MJHIUの意味もそこにあるのだが，(BTQFZが著書の序文で &OEZNJPO冒頭の詩行を引用し，万博
の精神の中核に美と実用の融和という8FEHXPPEや.PSSJTらのテーマを見ていたのは炯眼と言う
べきであろう。いわく，家の中のすべてのものに詩人の占い棒が触れますように，インクスタンド
がただのガラス瓶ではなく……詩神の霊感が流れ出る泉のように造形されますように，と。（(BTQFZ
‘*OUSPEVDUJPO’）万博会場に配された彫像をはじめとする美術品の数々は，「世界の工場」を支えた中
産階級の人びとの心魂に，まぎれもなくヘレニズムのもたらせた美意識が受け継がれていたことを示
している。
4;85年 <月には，万国博のテーマと精神を生かした産業博物館（.VTFVNPG.BOVGBDUVSFT）が
.BSMCPSPVHI)PVTFに開設されたが，これは万国博の純益を産業振興と技術教育に充てるとの王立
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委員会の意向が前年の報告書で示された（(.%FD4;84）ことを受けたものであった。その後，ア
ルバート公と委員会理事らの尽力により 4PVUI,FOTJOHUPO地区の整備がすすめられ，4;8:年 9月 55
日，美と実用性の融和をテーマに 4PVUI,FOTJOHUPO.VTFVN（JF7"）が開館した。美術教育と
審美性の涵養に大きな役割を果たす彫像の複製が，この博物館で圧倒的な存在感をもち，現在もな
お重要な位置を占めていることは言うまでもない。ふたたび &3の言葉を借りて総括すれば，「この
万国博開催の現在の結果がどうであれ，この国の市民の実際の境遇と資質に拠って世界を啓蒙した
ことで，ひとつの大きな国家的目標に貢献したことがやがて証明されるであろう。」さながら )FOSZ
#BOLFTの演説がここに谺しているかのようだ。
＊本論は 5343年 9月にイギリス・ロマン派公開講座でおこなった講演原稿に，大幅な改稿をほどこしたものであ
る。
Abbreviations
3"3PZBM"DBEFNZ
34"3PZBM4PDJFUZPG"SUT
Notes
 4）中・下層階級向けに設立された学位授与資格のない大学であり，学位授与大学としての 6OJWFSTJUZPG-POEPO
の創設は 4;69年。ちなみに，ブルムの著作 1SBDUJDBM0CTFSWBUJPOTVQPOUIF&EVDBUJPOPGUIF1FPQMF（4;58）は，
労働者階級とその雇用者に向けて書かれた大衆教育の必要性を説く啓蒙書であったが，発売後数週間で５万
部を売り上げ，53版を数えるまでの人気を博した。
 5） 5月 56日のことで，総勢については 58～ 63人ともいわれるが，そのうちの <人が捕らえられた。シスルウッ
ドは逃れたものの，翌日，捕らえられ，8月 4日に他の 7人の首謀者とともに/FXHBUFで絞首刑となった。（5IF
-POEPO&ODZMPQBFEJB）
 6）フランスでは第二共和政への道を開いた二月革命とその余波の騒動があり，ドイツでは祖国の統一を目指し
た三月革命とその挫折があり，また，イタリアでは統一を目指す.B[[JOJが 4;7;年にローマ共和国の設立に
尽力したが，これも教皇の介入により短命に終わった。
 7）アルバート公は，4;77年設立の 4PDJFUZGPS*NQSPWJOHUIF$POEJUJPOPGUIF-BCPVSJOH$MBTTFTの活動にはつね
に積極的な関心を向けていた。
 8）この部分の記述は &3（0DU4;84）の評論に拠るところが多い。
 9） 3)&はカタログ編集に携わった 3PCFSU)FOESJF+VO
 :）ロンドン万博に 1SPNFUIFVTや /BSDJTTVTを出品したイギリスの彫刻家8JMMJBN5IFFEは彼の弟子であり，シー
ドはまた ,FOTJOHUPO(BSEFOTにある "MCFSU.FNPSJBMの "GSJDBHSPVQの作者でもある。
4FMFDU#JCMJPHSBQIZ（5338～ 533<年の論文で提示したものは原則として除く。）
"SOPME.BUUIFX$VMUVSFBOE"OBSDIZBOFTTBZJOQPMJUJDBMBOETPDJBMDSJUJDJTN（.BDNJMMBO）
#PXFO +BNFT A&EVDBUJPO JEFPMPHZBOE UIF SVMJOHDMBTT)FMMFOJTNBOE&OHMJTIQVCMJD TDIPPMT JO UIFOJOFUFFOUI
DFOUVSZJO$MBSLF(8FE3FEJTDPWFSJOH)FMMFOJTN（$BNCSJEHF61）
#SJHHT"TB5IF"HFPG*NQSPWFNFOU¦（-POHNBO）
$PCCFUU8JMMJBN3VSBM3JEFT（）,FTTJOHFS1VCMJTIJOHTSFQSJOUPGUIFFEO
 変貌する社会構造と万国博覧会（西山）
&MMJT3PCFSU'-4FUBMFE0GGJDJBM%FTDSJQUJWFBOE*MMVTUSBUFE$BUBMPHVFPGUIF(SFBU&YIJCJUJPOWPMT（4QJDFS
#SPUIFST）
'PSTUFS3FW8JMMJBN5IF$MPTJOHPGUIF(SFBU&YIJCJUJPOPS&OHMBOET.JTTJPOUP"MM/BUJPOT（+PIO$BTTFMM）
'MBYNBO+PIO-FDUVSFTPO4DVMQUVSF（+PIO.VSSBZ）
(BTQFZ8JMMJBN5IF(SFBU&YIJCJUJPO PG UIF8PSMET *OEVTUSZ IFME JO-POEPO JO  WPMT（+PIO5BMMJT BOE
$PNQBOZ ¦ ）
)BTLFMM'SBODJT/JDIPMBT1FOOZ5BTUFBOEUIF"OUJRVF（:BMF6OJWFSTJUZ）
-BNJ&VHÒOF5IFPQFOJOHPGUIF(SFBU&YIJCJUJPO（QBJOUJOH）
-BSEOFS%JPOZTJVTFE5IF(SFBU&YIJCJUJPOBOE-POEPO（-POHNBO）
.BSTEFO+POBUIBOFE7JDUPSJB"MCFSU"SU-PWF（3PZBM$PMMFDUJPO1VCMJDBUJPOT）
.BSTIBMM%PSPUIZ*OEVTUSJBM&OHMBOE¦（3PVUMFEHF,FHBO1BVM）
.D/BC$PMJOBOE3PCFSU.BDLFO[JF'SPN8BUFSMPP UP UIF(SFBU&YIJCJUJPO#SJUBJO¦（0MJWFS#PZFE
）
/BTI+PTFQI5IF(SFBU&YIJCJUJPOUIFUSBOTFQU（QBJOUJOH）
4MPBO,JNFE&OMJHIUFONFOU（5IF#SJUJTI.VTFVN1SFTT）
5PNBO3PMGFE/FPDMBTTJDJTNBOE3PNBOUJDJTN（6MMNBOO,ÚOFNBOO）
7JSUVF(FPSHF5IF"SU +PVSOBM *MMVTUSBUFE$BUBMPHVF5IF(SFBU&YIJCJUJPO（-POEPOQVCMJTIFE GPS UIF
1SPQSJFUPSTSFQSPEVDFECZ%BWJE$IBSMFT）
8JMMJBNT3BZNPOE5IF$PVOUSZBOEUIF$JUZ（5IF)PHBSUI1SFTT）
8SJHIU5IPNBT&TR'4"$BSJDBUVSF)JTUPSZPGUIF(FPSHFT（+PIO$BNEFO)PUUFO1JDDBEJMMZ）
8àOTDIF3BJNVOE(MZQUPUIFL.VOJDI（$)#FDL）
